
種名 

ツ チ ガ エ ル 

Rana rugosa 

 

分類 無尾目アカガエル科アカガエル属 

俗称 イボガエル 

形態的な 

特徴 

体長はオス約４cm、メス約５cm でメスの方が大きい。体背面は暗褐色で黒い斑紋が散在し、大小多数のイボ状

隆起がある。とくに目立つ模様はないが、淡黄色の背中線のある個体もいる。腹面も顆粒状で黒斑があることが

多い。西日本に分布するヌマガエルとよく似ているが、ヌマガエルの方がイボが少なく、腹面も白いことから区別

できる。 

分布 本州、四国、九州、佐渡島、隠岐、壱岐、五島列島などに分布する。北海道西部、伊豆大島には人為移入。 

繁殖行動 

繁殖期は５月から９月。繁殖は水田や溝、池沼などの浅い止水やゆるやかな流れで行なわれる。オスは岸辺近く

の陸上で鳴いていることが多く、鳴き声は「ギーコ、ギーコ」と聞こえる。オスとメスが抱接すると、メスは数十個ず

つの小卵塊をバラバラに水草などに産みつける。１回の繁殖期間中に２～３回産卵するメスもいる。ふ化した幼

生（オタマジャクシ）の多くは幼生越冬し、翌年の５～８月に変態して上陸する。オスは変態した翌年には成熟し、

鳴き始めることが多い。幼体と成体は池や小川の底の泥の中など、水中で越冬することが多い。捕まえると悪臭

を放ち、ヘビなどの捕食者から身を守るのに役立つと考えられている。 

生息場所 
平地から低山地に生息し、流れのゆるやかな小川や、溝、水田、池沼などにすむ。繁殖期以外でも水辺を離れる

ことはない。 

食性 昆虫やクモなど小さな餌を食べ、とくにアリを好む性質がある。 

生息環境へ

の配慮事項 

近年、乾田化や冬期の通水停止により冬期に水田や水路に水がなくなり、幼生越冬できる環境が減少していた

め、近年、個体数が減少している。本種が個体群を維持していくためには、幼生のまま越冬できるように冬期でも

水が涸れない環境が必要である。しかし、年間を通じて水域が確保されると、同じく幼生越冬する帰化種のウシ

ガエルやオオクチバスなどが定着する可能性があり、これらがツチガエルの幼生を捕食することも懸念される。し

たがって、新たに環境を創造する際には、整備後の維持管理まで含めた配慮が必要となる。 

引用文献： http://www.maff.go.jp/nouson/mizu_midori/menu/main.htmlを改変


